
 

第９回次期生物多様性国家戦略研究会のテーマと主な論点等 

 

１．本研究会の目的とこれまでの議論のテーマ 

①次期生物多様性国家戦略の策定に向けて、中央環境審議会での審議の際に必要と

なる課題の抽出及び対応の方向性の検討を行うために、2020 年１月より次期生

物多様性国家戦略研究会を開催。 

②2019 年度に開催した第１～２回では、次期生物多様性国家戦略の大きな方向性

や構造を議論。 

③2020 年度に開催した第３～７回、2021 年度に開催した第８回では、各回のテー

マに沿って議論（下図参照）。 

 

■各回のテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今回のテーマ 

「これまでの研究会を踏まえた全体討議」 

・今回の最終回は、報告書（案）のとりまとめに向け、次期生物多様性国家戦略に

向けた課題と方向性について、総括的な議論を行う。 

・報告書に付属予定の目標・指標一覧（案）についても議論を行う。 

 

今回の資料構成と議論の流れ 

 

 

 

 

第３回 人口減少下での国土利用のあり方と

自然と共生した安心・安全な地域づくり 

第４回 身近な地域から地球規

模までの自然資源利用におけ

る持続可能性の確保 

第５回 生存基盤である生態系のレジリエンス確保と新たなリスクへの対処 

第６回 身近な暮らしに提供

される自然の恵みの確保と

自然に配慮したライフスタ

イルへの転換 

第７回 ポスト 2020 生物多様性枠組の策定に向けた国際的な検討を踏まえた

自然共生社会の実現に向けた方策と基盤整備 

生物多様性とビジネスの観点 

持続可能な利用とライフスタイルの観点 

生物多様性情報・技術の整備・充実の観点 

次期戦略

の課題と

方向性 

生物多様性に関連する最近の大きな課題の観点 

資料１ 

人口減少を中心とした日本の大きな流れの観点 

基盤となる生態系の健全性の確保の観点 

第８回 生物多様性と関連した施策が

必要と指摘される最近の課題（新型コ

ロナウイルス感染症や 2050 年カーボ

ンニュートラル等）への対応 

次期生物多様性国家戦略研究会報告書（案） 

 

 

 

 

資料２ 

（付属）目標・指標一覧（案） 

資料３ 



 

３．とりまとめに向けて 

（１）報告書の扱い 

・次期生物多様性国家戦略に向けた課題の洗い出しと方向性を示す提言として、研

究会名でとりまとめるもの。 

・次期生物多様性国家戦略の案の作成段階や各種調整で活用することを想定。 

 

（２）報告書の内容 

・自然共生社会及び持続可能でレジリエントで豊かな社会をキーワードに、研究会

の議論を基に特に重点的に取り組むべき事項の方向性を提示する予定。 

・また報告書には、国際的な議論も踏まえつつ、目標・指標一覧を付属予定。 

 

 

４．ポスト 2020生物多様性枠組等の検討状況 

・生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）は 2021 年 10 月 11 日－24 日に中

国・昆明で開催予定。 

・事前の準備会合である SBSTTA24・SBI3 は５月３日－６月 13 日にオンラインで

実施済、さらにポスト 2020 生物多様性枠組を議論する OEWG-3 は８月 23 日－ 

９月３日にオンラインで開催予定。 

 

 

５．次期生物多様性国家戦略策定に向けたスケジュール 

・次期生物多様性国家戦略については夏頃から中央環境審議会自然環境部会での検討

を開始し、COP15 が予定通り開催されポスト 2020 生物多様性枠組が採択されれ

ば、2021 年度末を目安に策定できるよう進める方針。 


